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【補足】 DVDには含まれていませんが、トレーニングでは日本語と英語の音について、その違いをもう

少し詳しく学んでいます。次の表もその一部です。 
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主要教材 

 

 
 
 

 
 
 

 
流れ 

はじめてのジョリーフォニックス 

 ティーチャーズ ステューデント 

 ブック ブック 

Teacher's Book & Student Books 

 Teacher's Book Student Book 

The Phonics Handbook 

The Phonics Handbook 

1. 復習 
○ 

（Flashcardsのみコピーして作成可） 

 × 
Flashcardsが必要 

○ 
（コピーして作成可） 

2. お話 
○ 

A5縮小版が付録 

 × Finger Phonics  
(Big Book) 1~7が必要 

 × Finger Phonics  
(Big Book) 1~7が必要 

3. アクション ○ ○ ○ 

4. 文字 (綴り) の 

練習 
○ ○ ○ 

5. 音の聞き取り 
○ 

音声 CD付き 
○ 

（音声なし） 
× 

6. ブレンディング 
○ 

音声 CD付き 

○ 

（音声なし） 

○ 

（Fourth Edition以降 / 音声なし） 

7. セグメンティング 
○ 

音声 CD付き 
○ 

（音声なし） 
○ 

（Fourth Edition以降 / 音声なし） 

おまけ. 歌 
○ 

（付録 CD内） 

 × Jolly Songs  

(CD or App) が必要 
 × Jolly Songs 

(CD or App) が必要 

備考 
多感覚を確実に無理なく取り入れつ

つ、流れに沿って基本の 42 の文字（綴

り）の指導ができる。日本語話者用。 
Pupil Book 2, 3の部分が未完。東京書
籍に続編の要望を！ 

多感覚を確実に無理なく取り入れつ

つ、流れに沿って基本の 42 の文字（綴

り）の指導ができる。 
Flashcards、Finger Phonics、Jolly Songs
とあわせて使うとよい。 

1 冊でさまざまな用途に対応でき、コピ

ー用資料も豊富。低年齢向け。 

汎用的な分、指導者の作業は多くなり
がち。指導順が前出の 2 つと多少異な
っている。 

※ 英語には US版と UK版が、また文字書体にはブロック体（print letters）と半筆記体（pre-cursive）のものが用意さ

れているものもある。 
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基本技能 説明・特徴 

1. 文字の音を覚える 

・ 文字の「     」ではない 

・ abc順でなく、「           」順に学ぶ 

・ アルファベット    文字だけでは英語の音を

網羅することはできない 

・ 文字の名前は     の修了後 

2. 文字の形を覚える 

・ 文字の        は手本を見せる 

空書きの際には子どもたちから見て正しく見

えるように鏡文字で 

・          から指導する 

・          も指導する 

・       は 42音の修了後 

・           も 42音の終了後 

3. ブレンディング 
文字（綴り）の音を結び
つけて単語にすること 

・ 「        」を発音し、その音をくっつけ（ブレ

ンディング）て、かたまり（単語）として読む 

・ 「一つの音」と「かたまり」をくっつけるのでは

ない 

4. 単語の中にある音を識
別すること（セグメンティ
ング） 

・ 最初は、学習する音が単語のどこにあるのか

聞き分ける 

・ 聞いた単語を一つ一つの音に    し（セグメ

ント）て、それを文字で表す。 
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42 Letter Sounds基本の 42の文字（綴り）の音 
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Tricky Wordsひっかけ単語 

1) 単語を見る 

2) Letter nameで言ってみる 

3) Look, Copy, Cover, Write, Check

で単語を覚える 

＊ ジョリーフォニックスでは右の 72個の

単語をひっかけ単語として取り上げて

います。 

ジョリーフォニックスに登場する単語の

中にはこれ以外にも isや as などといっ

たひっかけ単語と思われるものも登場

しています。（日本語版では 

それらも整理される予定です。） 

Alternative Spellings同音異綴り 
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 多感覚を用いた指導 

『文字（綴り）と音』の関係を指導するときに、様々な感覚機能を多角的に使用する。 

●visual（視覚） ●auditory（聴覚） 

●tactile（触覚） ●kinaesthetic（運動感覚） 

※ただし、複数の感覚を同時に刺激するアクティビティーは難易度が高くなるため注意が必要。 

✓ アクティビティーが多岐に渡るため、飽きがこない 
（ただし、アクティビティーは「楽しくする」ことが目的ではなく、 

『文字（綴り）と音の関係』を身につけるためのものに限る。） 

✓ 学習者の得意な感覚からアプローチできるので、定着しやすい 
（学習者側はすべてのアプローチを行う必要はなく、見ているだけでもよい。 

指導者側はすべてのアプローチを提示する必要がある。） 

✓ 特別な支援を必要とする子どもまで含め、高い効果が上がる 
（例：ディスレクシアを持つ子どもは音韻処理能力が低いとされているが、 

  それ以外の感覚を用いることで音韻処理能力の弱さをカバーできる。 

例：学級にいるすべての子どもたちが得意な部分を使って学習できる。） 
 

授業の流れ 

1セッションごとに 1つずつ音を導入し、定着させていく。 

1. 復習 ....................... フラッシュカードでテンポよく 

2. お話 ........................ 話をする前に文化などの短い説明（異文化）、 

話の中で今回学習する「音」をたくさん入れる 

3. 音とアクション ........ 話から自然な流れでアクションに結び付ける 

4. 文字の書き方 ........ 空書き、ホワイトボード、紙、なぞり書き 

5. 音の聞き取り ......... どこでその音が聞こえたか 

6. ブレンディング ........ ２音単語⇒３音単語⇒４音単語⇒５音単語 

7. ディクテーション ..... 読み上げた単語を書く 

おまけ. 歌 ................... CDなどで歌を聞く（音韻意識、アクション） 

指導者側は 1～7を必ずすべて行う。順番の入れ替えやアクティビティーの追加は任意で。 

受講者側は見ているだけでもよい。受講者に強制すると逆効果になることもあるので注意。 

常にこの流れを意識しながら、授業案を作成し、授業を行います。 
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授業の流れの中の「多感覚」 

「多感覚」授業のポイント 

⚫ 指導者は多感覚を提供 → 必ずすべてのアクティビティーを！ 

⚫ 受講者は見ているだけでも → 強要しない 

⚫ アクティビティーの入れ替え・追加は任意で 

⚫ ブレンディング・セグメンティングはシンセティックの手法を 

⚫ ジョリーフォニックスを楽しむこと 

常に 1 レッスンの中で複数の「多感覚」が提示されていること。 

例えば「この子は耳から入るから」と思った場合でも 
他の感覚機能も多角的に使用できるよう「多感覚」を必ず提示する。 

子どもが学べる可能性は常に提示しよう 
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まとめ 

 


